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1998.
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9:30 a, ｍ. ～4:30p. ｍ.(l ｕlｙ ａｎｄ Ａｕｇｕｓt tjU 5:30 p. ｍ.)
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利 用 案 内

・ 開園時間　午前9時30分から午後4時30分まで

（ただし、ﾌ、8月は午後5時30分まで）

■休 園 日　12月28日から1月3日まで

※その他、臨時に休園する場合があります。

■入 園 料 無 料

■利用上のお願い

●火災防止のため、入園者は火気を使用したり喫煙をしないで

下さい。

●営利活動、政治活動、宗教活動をしないで下さい。

●ペットを連れての入園はご遠慮下さい。

●ごみなどはお持ち帰り下さい。

●許可なく携帯ラジオ、楽器などの音は出さないで下さい。

●その他、管理上守っていただきたいことがあります。ご協力

下さい。

■交　　 通

JR 横浜線・JR 相模線・京王相模原線「橋本駅」下車

○ 橋本33系統　橋本駅南口～（西橋本経由）～上大島行

上大島（終点）下車　徒歩15分

○ 橋本36系統　橋本駅南口～（六地蔵経由）～上大島行

上大島（終点）下車　徒歩15分

○ 相模原市コミュニティバス「せせらぎ号」

JR 橋本駅南口～相模川自然の村（終点）下車 徒歩5分

■案 内 図

■ 相 模 原 市 古 民 家 園

相模 原市緑区 大島3853 － 8　相模川目然の村公園内

Te1　042 － 760 － 1130

■ 発 行 相模原市 教育委員会 文化財 保護課

〒252 －5277　相模原市中央区中 央2 －11－15

Te1　042 － 769 － 8371

相模原 市古民家園
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神奈川県指定重要文化財　旧青柳寺庫裡



概　 要

古民家 園は、平 成10 年 ４月、相模原市大島の相模川自然の

村公園内に開園しました。

園内に移築 ・復原さ れた 「旧青柳寺庫裡」は、江戸時代中

期に建てられたと推定される建物で、神奈川県下の近世上層

大形民家の間取りや構造を基本としながら、土間の妻側にも

入口を設けた 「妻入り」の形式とな っていることなど庫裡独

自の要素を保っています。

県下では、茅葺き屋根の維持が困難なことや生活の変化の

ため、近世の庫裡はあまり残っていません。旧 青柳寺庫裡は

年代が古い にもかかわらず保存状態が良く、近世における庫

裡と民家との建築的関連を考えるうえで貴重な建物です。

（※庫裡とは、もと寺の台所をいい､ 転じて､ 住職や家族の居間のこと｡）

■ 旧所在 地　 相模原市上鶴間２９５８番地　 青柳寺内

■ 建築年代　18 世紀初期 （江戸時代中期）

■ 規　　 模　 桁行十間半､ 梁 間5 間、木造1 階

■ 屋根構 造　 茅葺寄棟造（土間の妻側のみ入母屋造）

復 原工事の様 子

郵

はり
■ 柱 を 立 て る･ 梁 を 組 む

礎石を据え付け た後、できる 限

り建築当初の部 材を 使い ながら建

物の組み立 てにかかる 。

大工の 仕事が中 心と なる。

ふ　　　･
。　 ‥

■ 屋 根 を 葺 く し　　
八

屋 根の骨組みができると仕事は

大 工の手を離れ、屋 根職により 屋

根葺き が行われる。竹と縄
祠E 血

を 作り、茅を葺きあげ 、最後 にき

れい に 刈り 込 んで 屋 根は完 成 す

る 。

ぬ■ 壁 を 塗 る

さｶ1ん壁塗りは､ 左官職の仕事である 。

割竹などで下 地を 作り､荒壁 塗り 、

中塗り、さら に場合によっては上

塗りを行 って 完成する。

この後 、再 び大工の手により室

内の仕上 げが行われる。

復原平面図

０　 １　 ２　 ３　 ４　 ５ ＆卜
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本来は本堂へ

つづく

▲復原工事では、後世に改造された玄関、台所、浴室、土間に造られた部

屋などを撤去し、
匯孕ｔ寝尚

二するなどの変更をして建築当初の姿に戻し

ました。

▲土間とヒロマには天井がなく、曲がりくねった梁を縦横にかけ渡した

梁組みを見ることができます。
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相模原市南区磯部|７８０

●入園自由

●休　 み( 管理棟･ 復元住居)

月･火(祝日除く)

年末年始(12/２９～1/3)

●イベント 主に毎月第２日曜日

ご
アク,タ ス

ヶ ，

大自然の中の縄文集落

管理棟の利用､復元

住 居内の見学は

午前９時 ～午後４時・で

JR 相模線原当麻駅または下溝駅からバス､｢上磯部入口｣または｢勝坂入口｣下車 徒歩5分JR

相 模線下溝 駅から 徒歩２０分

難い合わせ：相模原市教育委員会

相模 原 市中 央 区 田 名塩 田３,２３-Ｄ

ＴＥＬ｡０４２ －フフフー６３７１

● 休　 み 年末年始(12/ ２９～1/３)

● イベント 主に毎月第３日曜日 ほか

● 開館時間 午前9 時～午後6 時(４～10 月)

午前9 時～午後5 時(11 ～3 月)

１ ・

|二回
lr　　　　　　　　　　　　　　　　　 。～､ 一ｉ一一・

皿 皿　　　　　　　　　　　　　　 ‾

ぐ柵男!？||| ・ JR 相模線 原当 麻駅 からパス､｢田 名向原遺 跡｣ 下車すぐ
tll吏之)

ＪＲ相 模線 原当 麻駅 から徒歩４５分

幕末の擬洋風建築

勝坂遺跡とゆかりの深い住宅

建物内( 一部)も

見学できます

JＲ相模 線原当 麻駅ま たは下 溝駅からバス､｢ 勝 坂入口｣ 下車　 徒歩５分JR

相模線 下溝駅から徒歩２５分

文化財保護課　０４２-ﾌ Ｇ９-８３７11

相 模 原 市緑 区ﾉ』
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